
「市民力・地域力・都市力が躍動するまち」



竜巻災害の事例

竜巻災害とはどんなものか

そこで得た教訓

 「協働」という視点からの取り組みの紹介

自助・共助の重要性

自治体として協働を進めるための工夫

市民同士、行政×市民、自治体×自治体、etc.

今日の私からの報告のポイント



 災害原因による区分

暴風、竜巻、豪雨、豪雪、洪水、崖崩れ、土石流、高潮、地震、
津波、噴火、地滑りその他の異常な自然現象

大規模な火事
爆発その他 （災害対策基本法）

 対象範囲（スケール）による区分
町内、市町村スケール、都道府県スケール、全国

 取り組み主体による区分
個人、自治会、市町村、都道府県、国

 ハード・ソフトの区分
構築物対策、設備備品、意識啓発、防災組織、制度

 フェーズの区分
予防、発災・初動、応急対策、復旧・復興

 多彩な切り口で総合的に整理して備えておく必要性

防災への取組みを概観すると



平成１８年９月１７日 竜巻災害

延岡市における事例











竜巻の通過したコース

市役所

平成１８年９月１７日 14：05～14：10 くらいの間

移動速度：約９０km/h
被害範囲：幅１５０～２５０m

長さ約７.５km

JR延岡駅

JR南延岡駅

藤田スケールＦ２クラス（風速５０～６９m/s）と推定



藤田スケール

 F値が大きいほど風速が大きく被害も大きい
 日本ではこれまでF4以上の竜巻は観測されていない

（1971，藤田哲也博士）

（気象庁の
ホームページより）



人的被害
●死者 ３名
●重傷者 ３名
●軽傷者 １４０名

計 １４６名

住家屋被害
●全壊 １２１世帯
●大規模半壊 ８６世帯
●半壊 ２８３世帯
●一部損壊１，１４２世帯

計１，６３２世帯

被害総額
計１２億９千万円

被害の概要



【平成１８年９月１７日（日）】

１０：００ 台風１３号の強風域に入る

１３：００ 延岡市災害警戒本部設置

１４：０５頃 竜巻発生（この時点では突風被害という情報）

ＪＲ日豊本線特急脱線転覆 ６名軽傷

浜町、山下町で３名が死亡

１４：３０ 延岡市災害対策本部設置

被害情報収集と被災地全域の住民安否の確認

１８：００ 災害救援ボランティア本部設置（社会福祉ｾﾝﾀｰ）

災害ボランティアネットワーク等へボランティア要請

２０：００ 延岡地区建設業協会が被災地での安全確保、

道路の通行確保、翌日作業のための調査開始

竜巻災害対応（時系列）



【９月１８日】

８：００ 災害ボランティアネットワーク、学生、市職員など

約１,０００名のボランティアが被災地で活動

９：００ 市役所内に「総合相談窓口」開設

災害対策本部（厚生班）が住家屋の被害調査を実施

市クリーンセンターと建設業協会で災害ゴミ等の収集

運搬実施

１０：００ 県知事が被災地調査に入る

２０：００ 「災害救助法」、「被災者生活再建支援法」適用決定

【９月１９日】

９：００ 災害対策本部（建築班）が住家屋の詳細被害調査

【９月２１日～２７日】

夜間「出前相談窓口」を開設（６か所）



短時間に狭い範囲で甚大な被害をもたらす

発災を事前に予測することが難しい

強風や上方に吸い上げる力により、建物が倒壊したり車両

などが横転することがある

捻る力が働くことでコンクリート電柱などが軒並み折れて倒

れることがある

人や物が飛ばされる被害に加え、巻き上げられた物が猛

スピードで飛んでくることによる被害がある

竜巻被害の特徴



ボランティアの活躍で迅速な復旧が実現

発災日の夜に建設業協会が重機で危険物除去

翌日早朝からボランティアによる復旧作業

これを可能にしたのは

災害時応援協定

災害ボランティアネットワーク

ボランティアの活躍



高校生も加わり災害ボランティア活動



ＴＶ・新聞等の報道

災害ボランティア集結

（通常） （登録ボランティア）

メール等で呼びかけ

初動対応の迅速化

災害発生

事前登録制による災害ボランティアネットワーク

 前年度の経験を踏まえ、台風被害を念頭に置いて「防災推進室」を設置
 建設業協会と協定

事前登録制による災害ボランティアネットワークの立ち上げ

・タイムラグあり
・初動の遅れ

（数年後には登録団体数１０３団体、登録者数約２０００名に）



市民・ボランティアが冷静に対応するために

災害リーダー、ボランティアコーディネーターの必要性
 「正しく恐れる」ことが大切
 パニック心理 （不安や恐怖で混乱）

 正常性バイアス
 「自分は大丈夫」、「まだ大丈夫」
東日本大震災で津波注意報を聞いて海岸に野次馬
自分に都合の悪い情報を無視、過小評価する
心の平安を守るための脳の防御作用

 パニック心理や正常性バイアスに陥らないために
自主防災組織活動
避難訓練
防災講話

準備を徹底することしかない

「正しく恐れる」ことの実現



 「災害ボランティアリーダー養成講座」の開催

竜巻災害を教訓とした協働の取り組み



 「災害ボランティアリーダー養成講座」終了式

竜巻災害を教訓とした協働の取り組み

（最初の3年間で受講者は延べ約３３０名）



 「お助け隊」（コンビニ・厨房・配送ネットワーク）設立

竜巻災害を教訓とした協働の取り組み



●旭化成ライフスポット

（応急給水設備）

(応急給水栓、給水車へ給水)

 民間事業所との災害時応援協定の締結

竜巻災害を教訓とした協働の取り組み



 阪神淡路大震災における生き埋めや閉じ込めからの救助主体

• 自助・・・66.8％

• 共助・・・30.7％

• 公助・・・ 1.7％

（社）日本火災学会の報告書 （1996）

自助・共助・公助



 「海岸清掃大作戦」（平成１９年台風５号）

災害を契機に協働の気風が醸成



 東日本大震災の時に延岡市はいわき市を支援
 「兄弟都市」という縁を大切に

 県経由での支援は対応が遅くなった

 平常時からの連携なら発災時に即応体制がとれる

 お互いに顔の見える関係を作っておく

 姉妹都市連携
 いわき市（福島県）＆由利本荘市（秋田県）

 坂井市（福井県）

 地震など広域被害が出た時は遠隔地の支援が有効

 九州市長会連携
 熊本地震の際の迅速な初動

 災害に関する集団的自衛体制

 近隣自治体連携（相互応援協定など）
 佐伯市（大分県）、日向市（宮崎県）

 河川氾濫など被害エリアが限定的であれば近隣からの支援が有効

自治体間の協働（連携）



ご清聴ありがとうございました


